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地震波干渉法を用いた逗子地域のS波速度構造モデルの構築

S-wave velocity structure using seismic interferometry in Zushi area
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　S波速度構造は地震防災において極めて重要な情報である。近年、地震波干渉法を用いたS波速度構造の推定

が注目されているが、浅層物理探査への適用例は少ない。本研究では、地震波干渉法を用いた表層地盤のS波

速度構造推定の精度の検討を行うと共に、逗子地域において高密度に観測された連続波形記録を用いること

で、地震波干渉法を用いた速度構造モデルの作成を行った。
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